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１．教科書とは？

• 教科の主たる教材・学習材
• 文部科学大臣の検定に合格（又は文科省著作）

• 学習指導要領の目標が達成されるようにできている。
学習指導要領のねらいをふまえた授業にもっとも適した
主たる教材。児童生徒の実態に応じた指導の内容や方法
に手を加えるにも、よりどころとなるもの。

• 使用義務がある。

• 検定はおおむね4年周期で行われる。



教科書観の転換－新しい教科書観－
平成20（2008）年の学習指導要領改訂で「生きる力」「思考力・判断力・
表現力等の育成」という方向性が打ち出された。

「教科書の改善について（報告）」
（教科用図書検定調査審議会 平成20年12月25日）

……「児童生徒は，教科書に記述されている内容をすべて学習しなければな
らない」とする，従来型の教科書観については，「個々の児童生徒の理解の
程度に応じて指導を充実する」，「児童生徒が興味関心を持って読み進めら
れる」，「児童生徒が家庭でも主体的に自学自習ができる」といった観点か
ら，教科書に対する考え方を転換していくことも求められる。

• 発問の仕方を工夫したり、基本的な学習の流れの中の随所に
児童生徒の主体的な学習活動を促すようなコーナーを設けたりするなど、
学習活動の起点としてのプラットフォームという性格を強めた。

• 巻頭にオリエンテーションページ（基本方針、全体構成を見渡せる図表、
本文で使用される記号一覧等）が設けられた。

• 「補充的な学習」「発展的な学習」の内容などが教科書に盛り込まれた。
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2．平成29年改訂学習指導要領と教科書

<学習指導要領の特徴>
①子供たちに必要な資質・能力の三つの柱

• 知識及び技能
• 思考力，判断力，表現力等
• 学びに向かう力，人間性等

②主体的・対話的で深い学びによる授業改善

③カリキュラム・マネジメント
• 組織的かつ計画的に教育課程や授業の質の向上を図る営み
• 教科横断的な視点を踏まえた教育内容や時間の適切な配分等



“新しい”教科書の特徴

① 子供たちに必要な資質・能力の「三つの柱」や、
その観点別評価の考え方にそって編集されています。

③ カリキュラム・マネジ
メント
他教科との連携が図られる
ような工夫もされています。

〇主体的な学び
見通しをもち，粘り強く取り組む／自分
の学びを振り返り，次の学びに生かす

〇対話的な学び
他者との協働や対話等を通じ，考えを広
げ深める

〇深い学び
各教科等の「見方・考え方」を働かせな
がら，深く理解したり考えを形成したり
する
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②「主体的・対話的で深い学び」ができるよう工夫
されています。



たとえば...

○「主体的・対話的で深い学び」の実現にむけて
児童が自分の考えをもとに、記述したり話し合ったりすること
で深い学びにつながるように、対話・討論場面やグループでの
活動場面を盛り込んでいます。

○巻頭のオリエンテーション紙面の充実
学習の進め方、教科書の使い方、記号、キャラクターの紹介な
どが充実しています。

○二次元コード等の配置
二次元コード等を掲載できるように、学習に役立つさまざまな
デジタルコンテンツを参照できます。（動画、英語音声等）
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○デジタル教科書
小学校の教科書の多くには、２種類のデジタル教科書があります。

①指導者用デジタル教科書
• 大型電子黒板の投影用
• 動画などのコンテンツが内蔵

②学習者用デジタル教科書
• 教科書紙面の画面
• 拡大、書き込み・消去・保存、背景色・文字色の変更
• ルビ機能、２次元コードへのリンク
• 様々なコンテンツを含んだ「＋（プラス）教材」
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3．効果的な教科書の使い方

https://textbook-rc.or.jp/tsukaikata/

授業の準備
授業中

まとめ/授業後
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算数の教科書を例に

3．効果的な教科書の使い方



授業の準備
(1)本時の目標を確認しましょう。
(2)本時の本質となる数学的な見方
や考え方を明らかにしましょう。

(3) 多くの子どもたちから本時の本
質にせまる発言が出るよう、発問
や学習活動を考えましょう。

(4)授業中の教科書の使い方を検討
しましょう。
• 問題提示の際は開かせ、個別
解決中は閉じさせ、まとめで
再度開かせる。

• 常に開いて、自由に見てよい
とする。

• 何も指示をせず、それぞれの
児童の判断に委ねる。



授業中
○本時の本質につながる発言を拾い
集め、つなげましょう。

授業の最後
○本時の学習内容が教科書のどの部
分にあたるのかを確認する。
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